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【緒言】我々は、「蛍光ナノインプリントアライメント」を新規に提案し、光ナノインプリント成

形における位置合わせに関する研究を進めている[1]。本方法は蛍光性液体が凹状パターンを有す

るモールド－基板間に充填された状態で蛍光顕微鏡によりアライメントマークを観察する。遮光

性等の光学機能膜のないシリカモールドを使用できる特徴がある。添加する蛍光色素の検討を進

めてきたが[2]、可視光励起に対する蛍光色素含有紫外線硬化性液体の安定性に未だ課題がある。本

研究では、ラジカル型光重合開始剤の化学構造に着目し、光示差走査熱量測定 (photo-DSC) によ

り光重合反応の進行の程度を定量的に評価し[3]、蛍光ナノインプリントアライメントに資する被

成形材料の探索を行った。 

【実験】既報[2]に準じ、モル比 1:0.04でモノマーと 3種

類の光重合開始剤をそれぞれ調合し、0.5 wt%の蛍光色

素を加え、蛍光色素含有紫外線硬化性液体を調製した。

既報[3]に準じて、熱量から重合性基消費率を求めた。 

【結果と考察】既報[2]の開始剤 A と新たな開始剤 B, C

を添加した場合に可視光照射時に生じる重合反応の熱

量を図 1に示す。これまでの開始剤 Aでは、 = 0.20の

重合反応が進行していることがわかった。一方で、開始

剤 B, Cを用いた場合では、光重合反応に起因した熱量

が photo-DSCでは検出されないことがわかった (図 1B, 

C)。蛍光色素が励起光を吸収し光増感剤として機能し、

開始剤 A の感光領域を長波長化させるためと考えられ

た。次に、紫外線を照射した際に生じる重合反応の熱量

を図 2 に示す。全試料で光重合反応に起因した熱量が

計測され、開始剤 B で =0.36 であり、開始剤 C で 

=0.26であった。これより、開始剤 Bは蛍光ナノインプ

リントアライメントに資する材料と選定された。 
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Fig. 2. Differential heat flow of 
fluoresncent UV-curable liquids with 
(a) photointiator A, (b) photointiator B, 
and (c) photointiator C. 
 

Fig. 1. Differential heat flow of 
fluoresncent UV-curable liquids with 
(a) photointiator A, (b) photointiator 
B, and (c) photointiator C. 

第67回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2020 上智大学 四谷キャンパス)15p-D215-8 

© 2020年 応用物理学会 05-049 7.3


